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研究成果の概要（和文）：意見の抽出，分析技術においては，意見の重要度を判定する技術を開発し，ニュース
番組に関連するツイート系列から，重要なツイートを選択する手法を提案した．意見の要約技術においては，テ
キストの談話構造を利用した，文抽出と文短縮を併用したテキスト要約手法を提案し，従来手法に比べ，より高
い性能が得られることを示した．また，ニューラルモデルを用いた文要約手法において初めて，要約の長さを制
御することに成功した．さらに，日本語文圧縮のための大規模な訓練データを自動的に構築する手法を提案する
とともに，そのデータを用いた，ニューラルモデルによる日本語文圧縮手法を提案した．

研究成果の概要（英文）：For the technologies for extracting and analyzing opinions, we developed a 
method for judging the importance of opinions, and presented a real-time tweet selection system for 
TV news programs. The system developed in this study collects tweets purporting to a TV news 
program, and chooses an appropriate tweet every 10 seconds. For the technologies for summarizing 
opinions, we formulated a summarization task as a combinatorial optimization problem, in which the 
nested tree was trimmed without losing important content in the source document. We used both 
dependency between words and dependency between sentences by constructing a nested tree. Next, we 
proposed methods for controlling the output sequence length for neural encoder-decoder models. 
Furthermore, we worked on Japanese sentence compression by a similar approach as in English.

研究分野： 自然言語処理
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１．研究開始当初の背景 
近年我々人間の周囲には, さまざまなメ

ディアを通した情報が満ち溢れ, Web 上で
は, マスメディアではない独自なメディア
として, 掲示板, チャット, ブログ，
Twitter など，いわゆる「ソーシャルメデ
ィア」が一般大衆による情報発信の場とし
て盛んになりつつある．一般大衆の発信す
る情報の中で特に関心を集めているのは, 
一般大衆がどういう意見を持っているかに
関してだと思われる. そのため，Web 上の
一般大衆の発信している意見を網羅的に収
集, 分析するシステムの研究開発が活発に
進められている. 
これまでのソーシャルメディア上の意見

分析技術は，ブログなどのように，単一の
人間が書いたテキスト(以下，単にテキスト
と記す)から意見を抽出するものがほとん
どであり，掲示板，Twitter など，複数の
人間が対話(より具体的には，議論)を行う
ようなメディアに対しても，同じ技術が適
用されることが一般的であった．Twitter
が注目を集めるようになった現在，対話か
らの意見分析は重要視されるようになって
きているが，テキスト用の意見分析技術を
対話に対しても適用する，この状況に変化
はないと言える．しかし，複数の人間が介
在する対話では，テキストと異なり，他の
人間の意見を受けて意見を述べたり，他の
人間の意見に影響を受け，意見を変えたり
することは一般的であり，対話における意
見分析技術では，テキストからの意見分析
技術のように，単に意見をそれぞれ独立に
抽出するだけでなく，意見間の関係を考慮
する必要がある． 
たとえば，「新しく出た iPhone ってかっ

こいいよね」という意見に続く「うん，そ
うだね」という意見は，前の意見に同意し
ており，前の意見と同じ意見としてカウン
トする必要があるが，これまでの技術では
正しく分析されない．また，「iPhone なん
て買わない」という意見を述べていた人が
他の人の iPhone を勧める発話を聞くこと
で「じゃ，iPhone 試してみようかな」とい
う意見を述べたなら，後者の意見のみカウ
ントすべきだが，これまでの技術では両方
をカウントすることになってしまう． 
また，対話の過程では，複数の人間が多

くの意見を述べ合うことになり，それらす
べてを逐一読み把握することには大きなコ
ストを要する．我々はこれまでに特定の商
品に対するレビュー集合中の評価情報を要
約して提示する技術を開発しているが(「こ
れまでに受けた研究費とその成果」欄参照)，
それと同様に，互いに関係しあう，時系列
的に並んだ意見の集合を簡潔に要約して提
示する技術もまた必要とされていると言え
る(Twitter に対して人手でそのような「ま
とめ」を作成して公開しているサイト
Togetter が注目されているのはそのため

とも考えられる)．  
 
２．研究の目的 
そこで，本研究課題では，大きく次の 3

つの研究テーマを柱として，ソーシャルメ
ディア上での対話に介在し，対話の円滑な
進行を支援し，対話を深めるような発話を
行うファシリテータシステムを開発すると
ともに，一方で，その対話から意見を収集，
分析し，要約する技術を開発する． 
a. 対話に介在し，対話者から意見を引き出
す対話エージェントの研究開発 
これまでに開発した対話型アンケートシス
テムと同様に，対話中で，意見を述べた発
話者に対して，自然に質問などの発話を行
うことで，意見の詳細を得る技術を開発す
る． 
b. 対話からの意見の抽出，分析技術の研究
開発  
対話中から意見を抽出するとともに，それ
らの意見間の関係を同定し，意見間の関係
を考慮した意見の分析技術を開発する． 
c. 対話から収集した意見の要約技術の研
究開発 
a, b で収集された，互いに関係しあう，時
系列的に並んだ意見の集合から，そのまと
めとして，議事録的な要約を作成する技術
を開発する． 
 
３．研究の方法 
a. 対話に介在し，対話者から意見を引き出
す対話エージェントの研究開発 
これまでに開発した対話型アンケートシ

ステムと同様に，対話中で，意見を述べて
いる発話者に対して，自然に質問などの発
話を行うことで，意見の詳細を得る技術を
開発する．a の研究開発は大きく次の 2 つ
のステップに分けることができる． 
a-1. 人間のファシリテータの対話戦略の
モデル化 
FGI などにおけるファシリテータの介在

する対話を分析することで，ファシリテー
タの対話戦略の分析，体系化，規則化を行
う． 
a-2. 発話者の意見に対する応答生成シス
テムの開発 
発話者の発話に対する応答として，ファ

シリテータ役のシステムが a-1 の対話戦略
に基づき生成するべき発話を生成するシス
テムを開発する． 
 
b. 対話からの意見の抽出，分析技術の研究
開発  
対話中から意見を抽出するとともに，そ

れらの意見間の関係を同定し，意見間の関
係を考慮した意見の分析技術を開発する． 
対話中の発話から個々の意見を抽出する

技術は，これまでに開発してきた意見抽出
技術(「これまでに受けた研究費とその成
果」欄参照)が利用できるものと考えている．



対話における意見分析においては，意見の
抽出技術以外に，次の 3つの要素技術が必
要であると考えている． 
b-1. 意見間の関係を同定する技術， 
b-2. 意見に対する賛否を同定する技術， 
b-3. 意見の重要度を判定する技術． 
研究目的欄の例で説明するなら，「新しく

出た iPhone ってかっこいいよね」に続く
「うん，そうだね」を，賛否の同定技術に
より，「賛成」の意見として抽出し，「iPhone
なんて買わない」と言っていた人が「じゃ，
iPhone 試してみようかな」と後で言ったと
すると，意見間の関係同定技術により，そ
の 2つの意見間の関係が「意見の変化」で
あると判定することを目指す．「意見の重要
度」は，後述するように，a-2 の研究開発
に必要となる． 
我々はこれまでに Yahoo!知恵袋のよう

な質問応答サイトにおける回答間の関係を
同定する技術を開発している．この技術で
は ， 関 係 の 同 定 に MLN(Markov Logic 
Network)を用いており，複数の回答間の関
係同定の問題を同時に解くことで，個々に
解くよりも高い精度で関係が同定できるこ
とを示している．対話においても，多くの
意見が抽出され，それらの間の関係を同定
することから，MLN を用いることが有望で
あると考えている．さらに，対話において
は，意見に対する賛否という現象も同時に
生じることから，この同定も MLN を用いて
同時に行うことで，意見間の関係同定，賛
否の同定両方の性能を向上できることが期
待できる．そこで，b-1, b-2 には， MLN
を用いた枠組みを用いることを予定してい
る．既に MLN は，長い系列の意見(議論が長
く続いた場合)における関係同定では，問題
があることを我々は確認しており，その対
策を検討することが研究開発の一部となる
と考えられる． 
 
c. 対話から収集した意見の要約技術の研
究開発 
a, b で収集された，互いに関係しあう，時
系列的に並んだ意見の集合から，そのまと
めとして，議事録的な要約を作成する技術
を開発する． 
 我々は，ここ数年テキスト要約を最適化
問題としてモデル化することで，高い性能
の要約を作成する技術を開発することに成
功している．この最適化問題としてのテキ
スト要約のモデル化は，これまでよりも格
段に高性能な要約が得られることから，高
く評価されているものである．このため，
本研究課題でも，要約のモデル化には，離
散最適化技術を用いることを予定している．
しかし，本研究課題で要約の対象となるの
は，テキスト中の文や文節などの集合では
なく，互いに関係し合い，かつ，時系列に
並んだ意見の集合である．そのため，まず，
互いに関係し合い，かつ，時系列に並んだ

意見の集合を対象とした要約を最適化問題
としてどのようにモデル化するかの検討を
行う． 
 また，従来のテキスト要約では，要約の
長さも入力として受理した上で，その長さ
の要約を作成するモデル化が一般的であっ
た．しかし，対話(議論)の長さ，深さによ
り，意見の量はさまざまであり，また，多
くの意見が出されても重要な意見が少なけ
れば，要約は短くなるはずであり，その長
さをあらかじめ決めておくというのは現実
的な設定ではない．そこで，本研究課題で
は，要約の長さを，入力された(抽出された)
意見の集合から自動的に決定できるような
モデル化を目指す．このモデル化はこれま
でにないものであり，実現できれば高く評
価されることが期待できる． 
 
４．研究成果 
b においては，b-3 意見の重要度を判定

する技術を開発し，ニュース番組に関連す
るツイート系列から，重要なツイートを選
択する手法を提案した．また，分散表現を
用いて，感情極性付きの大規模な単語辞書
を字構築する手法を提案した．90%程度の精
度で，大量の単語に対して感情極性を付与
できることが分かった． 
c においては，テキストの談話構造を利

用した，文抽出と文短縮を併用したテキス
ト要約手法を提案し，従来手法に比べ，よ
り高い性能が得られることを示した．また，
レビューを要約する上で重要な素性を明ら
かにし，従来よりも高い性能のレビュー要
約システムを構築した．さらに，ニューラ
ルモデルを用いた文要約手法において初め
て，要約の長さを制御することに成功した．
これにより，テキスト要約にも応用可能な，
ニューラルモデルを用いた文要約モデルを
実現できたことになる． 
また，テキスト要約のための大量の訓練

データを有効に活用できる，テキスト要約
のための機械学習手法を提案した．対象の
テキストとは異なる大量の訓練データを利
用することにより，性能を向上できること
を確認した．さらに，日本語文圧縮のため
の大規模な訓練データを自動的に構築する
手法を提案するとともに，そのデータを用
いた，ニューラルモデルによる日本語文圧
縮手法を提案した．従来の日本語文圧縮手
法に比べ，有意に優れた性能を得られるこ
とを確認した． 
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